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東
教
育
財
団
は
、公
益
法
人
制
度
改

革
に
基
づ
く
公
益
認
定
を
受
け
、
平

成
二
三
年
四
月
に
新
生
公
益
法
人
と

し
て
再
出
発
し
ま
し
た
が
、
大
正
一

四
年
三
月
、民
法
の
規
定
に
基
づ
き
設

立
さ
れ
た
財
団
法
人
か
ら
数
え
る

と
、平
成
二
七
年
三
月
に
設
立
九
〇
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
平
成
二
六
年
度
に
「
事
業

検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
財
団
の
事

業
の
あ
り
方
（
事
業
内
容
・
実
施
時
期

等
）を
検
討
し
、平
成
二
七
年
度
か
ら

一
部
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。 

 

◆
「
財
団
だ
よ
り
」
の
発
行 

 
 

財
団
の
事
業
は
、平
成
二
六
年
度
ま

で
助
成
事
業
の
実
施
に
止
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
二
七
年
度
か
ら
自

主
事
業
と
し
て
「
財
団
だ
よ
り
」
を

季
刊
で
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。 

	 	 	

	 	

 
	

		

 
 
	

										 
	

	 

◆  

助
成
金
の
交
付
決
定
を 

四
月
中
旬
に 

 
 
 

 

平
成
二
六
年
度
ま
で
助
成
金
の
交
付

決
定
は
七
月
下
旬
に
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
二
七
年
度
か
ら
募
集
、
審
査
選

考
等
の
時
期
を
早
め
、
四
月
中
旬
に
交
付

決
定
を
行
い
ま
し
た
。 

 					 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	

	

	 	 	 	

◆	

助
成
対
象
事
業
の
見
直
し 

 

教
育
や
地
域
文
化
の
育
成
・
振
興
に 

資
す
る
事
業
が
助
成
対
象
で
あ
る
こ

と
を
周
知
徹
底
す
る
た
め
、①
学
校
教

育
事
業
助
成
に
つ
い
て
は
、「
基
本
助

成
」
と
「
選
定
加
算
助
成
」
の
二
種
類

に
分
け
、
当
該
学
校
の
独
自
性
や
特
色

あ
る
事
業
を
優
先
し
て
助
成
す
る
姿

勢
を
明
確
に
し
た
。
②
社
会
教
育
事
業

助
成
に
つ
い
て
は
、過
去
の
経
緯
も
あ

る
の
で
、
事
業
助
成
の
趣
旨
を
徹
底
す

る
た
め
、「
社
会
教
育
事
業
助
成
」
と

「
生
涯
学
習
事
業
助
成
」
の
二
種
類
に

分
け
た
。 

③
地
域
文
化
事
業
助
成
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
事
業
」
と
「
特
定
事
業
」
の
分

類
を
な
く
し
、
特
定
事
業
の
一
部
は
社

会
教
育
事
業
助
成
へ
移
行
し
た
。 

  
 

 
 

 
	

平
成
二
七
年
度
も
引
き
続
き
「
事
業

検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
、
先
の
見
直

し
の
成
果
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、助

成
対
象
事
業
を
再
度
検
討
し
た
結
果
、

平
成
二
八
年
度
助
成
事
業
を
次
の
要
領

で
募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 		
																															 	

	 	 	 	

					

												

事 

業 

実 

施 

時 

期 

説 

明 

会
（
二
七
年
一
一
月
） 

申
請
受
付
（
二
八
年
三
月
上
・
中
旬
） 

応
募
締
切
（ 

〃 

三
月
中
旬
） 

審
査
選
考
（ 

〃 

四
月
上
旬
） 

交
付
決
定
（ 

〃 

四
月
中
旬
） 

助
成
金
支
給
・
第
一
回 ( 

〃 

六
月
下

旬
）	
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	 （２）	

助 

成 

対 

象 

団 

体 

①
学
校
教
育
事
業
助
成 

幼
稚
園
、
小
学
校
及
び
中
学
校
（
高
等
学

校
及
び
特
別
支
援
学
校
は
助
成
対
象
か
ら
外

し
た
） 

②
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
の
活
動
を
行
う 

社
会
教
育
団
体
及
び
生
涯
学
習
団
体 

③
地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

 

地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団

体 

助 

成 

対 

象 

事 

業 

①
学
校
教
育
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
に

寄
与
し
、
且
つ
、
当
該
校
園
の
独
自
性
や
特

色
の
あ
る
事
業
（
一
校
当
た
り
の
助
成
限
度

額
は
予
算
で
定
め
る
が
、
事
業
数
は
問
わ
な

い
） 

②
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
充

実
・
発
展
に
寄
与
す
る
事
業 

③
地
域
文
化
・
ま
ち
づ
く
り
事
業
助
成 

中
央
区
内
の
地
域
文
化
や
地
域
ま
ち
づ
く

り
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業 

地
域
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
は
、
東
地
区
五

地
域
の
住
民
団
体
等
が
行
う
ソ
フ 

ト
な
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
い
い
、
一
地
域 
 

	 	

当
た
り
の
助
成
限
度
額
は
予
算
で
定
め

る
。 

    

平
成
二
六
年
度
に
助
成
し
た
地
域
文

化
事
業
で
、
先
の
地
域
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
該
当
す
る
も
の
を
一
部
紹
介
し

ま
す
。 

愛
日
地
域
助
敬
老
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
努 

											

 
	

愛
日
地
域
の
高
齢
者
の
長
寿
を
祝
う

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
愛
日
会
館
で
開
催

し
、
温
か
い
・
つ
な
が
り
の
あ
る
地
域 

	 	

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
図
っ
た
。対 

象
と
な
る
地
域
の
高
齢
者
の
調
査
も

地
域
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
機
会
と
し
て
活
用
す
る
と
と
も

に
、
大
阪
の
伝
統
芸
能
や
船
場
の
歴

史
・
文
化
等
を
広
く
学
び
、「
わ
が
ま

ち
船
場
」
の
良
さ
を
再
認
識
し
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

集
英
地
域
助
地
域
子
育
て
支
援
事
業
努	

													

  
集
英
地
域
の
〇
歳
か
ら
三
歳
ま
で

の
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、各
種
子
育
て
支
援
活
動
を
毎
月（
八

月
・
一
月
は
除
く
）
第
三
金
曜
日
に
行

い
、
公
園
の
な
い
集
英
地
域
の
若
い
マ 

					

	
	 	

マ
達
の
交
流
の
場
と
す
る
と
と
も
に
、

皆
で
子
ど
も
を
見
守
り
支
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
図
っ
た
。 

（
助
成
額
三
万
円
） 

中
大
江
地
域
助
盆
踊
り
大
会
努	

 

八
月
上
旬
の
二
日
間
、
盆
踊
り
大
会

を
中
大
江
公
園
で
開
催
し
、
中
大
江
地

域
の
住
民
を
中
心
に
中
央
区
内
の
他
の

地
域
か
ら
も
多
数
の
参
加
が
あ
り
、
地

域
住
民
や
在
勤
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
や
青
少
年
の
健
全
育
成
、
新
旧
住

民
の
交
流
に
も
貢
献
し
た
。 

 

（
助
成
額
二
〇
万
円
） 

												

	



			
	

（３）	 	

南
大
江
地
域	

助
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く
り
事
業
努	

	 
 

平
成
二
六
年
度
の
南
大
江
ク
リ
ー
ン 

 

作
戦
隊
の
見
守
り
事
業
は
、
通
年
で
は 

 

幼
稚
園
や
小
学
校
の
登
下
校
の
見
守
り 

 

活
動
を
行
い
、
九
月
に
は
南
大
江
地
域 

 

自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。
ま
た
、 

 

新
た
に
南
大
江
地
域
災
害
対
応
マ
ッ
プ 

 

を
作
成
し
、
六
千
世
帯
に
配
布
し
た
。 

 
 

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
住
民 

 

の
防
犯
・
交
通
安
全
意
識
の
向
上
が
図 

 

ら
れ
、
災
害
に
備
え
た
地
域
づ
く
り
が 

 

進
ん
だ
。  

 

（
助
成
額
一
五
万
円
）  		 	

南
大
江
地
域
助
地
域
文
化
祭
努	

		
	

													

南
大
江
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
は
、一
二
月 

に
南
大
江
小
学
校
で
南
大
江
地
域
文

化
祭
と
し
て
、
地
域
住
民
の
絵
画
・
書

道
・
写
真
・
陶
芸
・
手
芸
等
の
作
品
展
、

並
び
に
、
舞
踊
・
器
楽
・
コ
ー
ラ
ス

等
の
舞
台
発
表
会
を
開
催
し
、同
校
運

動
場
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
ド
リ
ー
ム
カ
ー

ニ
バ
ル
を
催
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
、
地
域
住

民
相
互
の
交
流
が
図
ら
れ
、
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
ま
ち
南
大
江
ま
ち
づ
く
り

が
推
進
さ
れ
た
。 （

助
成
額
二
〇
万
円
） 

  
 

			

	 	

玉
造
地
域
助
敬
老
演
芸
会
努	

  

敬
老
の
日
、
玉
造
小
学
校
で
敬
老
演

芸
会
を
開
催
し
、
式
典
の
後
、
東
警
察

署
が
高
齢
者
の
た
め
の
交
通
安
全
教

室
を
開
き
、
引
き
続
き
、
老
人
ク
ラ
ブ

対
抗
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を
催
し
た
。 
             
 
  

こ
の
地
域
恒
例
行
事
に
よ
り
、
敬
老 

 

意
識
が
高
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
お
年 

 

寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
の
地
域
住
民

の 
 

親
睦
融
和
が
図
ら
れ
た
。 

（
助
成
額
二
〇
万
円
）    

玉
造
地
域
助
い
き
い
き
交
流
事
業
努	

	                

八
月
、
玉
造
地
域
住
民
を
対
象
に
一 

〇
〇
名
程
度
の
参
加
者
を
募
り
、
滋
賀 

県
竜
王
町
方
面
へ
の
「
健
康
ハ
イ
キ
ン 

グ
」
を
実
施
し
た
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
健
康
増 

進
と
世
代
間
の
交
流
が
深
め
ら
れ
、
地 

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
一
助
と
な 

っ
た
。 

（
助
成
額
一
〇
万
円
） 



䥹
小
西
家
住
宅
䥺	

																													

	 	 （４）	

	      

大
阪
が
古
代
か
ら
国
際
交
流
都
市
と

し
て
栄
え
た
こ
と
は
先
に
書
い
た
。
五

世 紀
頃
に
な
る
と
、
中
国
大
陸
と
り
わ
け

朝
鮮
半
島
と
の
関
係
が
密
接
と
な
り
、

難
波
の
地
は
使
節
往
来
の
拠
点
と
な
っ

た
。
大
陸
や
半
島
か
ら
の
渡
来
人
が
高

度
な
技
術
や
文
化
を
携
え
て
難
波
の
港

に
上
陸
し
、
そ
の
多
く
が
難
波
の
地
に

住
み
つ
き
、
難
波
の
文
化
や
経
済
的
基

盤
が
大
い
に
拡
大
し
た
。 

 

中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
と
の
交
流
と

い
え
ば
、
地
理
的
に
は
九
州
・
博
多
の

方
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
し
か

る
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、難

波
の
方
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
難

波
の
港
が
国
際
港
と
な
り
え
た
の
は
、

難
波
が
冬
で
も
波
の
静
か
な
瀬
戸
内
海

と
い
う
海
上
回
廊
の
奥
に
位
置
し
、
そ

の
後
背
地
に
膨
大
な
労
働
力
を
養
う
こ

と
が
で
き
る
王
権
が
存
在
し
た
か
ら

で
あ
る
。 

渡
来
人
を
は
じ
め
多
く
の
人
が
難
波

の
港
（
難
波
津
・
住
吉
津
）
に
上
陸
し
、 

東
へ
移
動
し
て
住
み
つ
き
、
高
度
な
技

術     
 
 

 

	   
	 や

文
化
を
伝
播
さ
せ
た
こ
と
に
よ

り
、古
代
の
大
阪
は
栄
え
、拡
大
し
た
。

こ
の
よ
う
に
大
阪
の
ま
ち
は
、
古
代

か
ら
東
西
の
軸
が
大
き
な
意
味
を
も

っ
て
お
り
、
東
か
ら
昇
り
西
に
沈
む

太
陽
の
運
行
方
向
を
方
位
観
の
縦
軸

に
し
て
大
阪
の
ま
ち
は
設
計
さ
れ
て

き
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
は
、大
阪
の
古
地
図
を
み

る
と
よ
く
わ
か
る
。財
団
法
人
大
阪
都

市
協
会
が
昭
和
五
五
年
に
発
行
し
た

『
大
阪
建
設
夜
話
』
に
は
『
大
阪
古
地

図
集
成
』と
し
て
全
二
五
図
の
大
阪
古

地
図
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

を
仔
細
に
み
る
と
、『
難
波
往
古
図
』

と
江
戸
期
の
一
四
の
地
図
計
一
五
図

は
、基
本
的
に
は
全
て
が
東
を
上
に
描

く
地
図
で
あ
る
（
但
し
、縦
書
き
の
地

図
名
の
上
が
北
で
あ
る
の
が
二
図
、同

南
が
一
図
あ
る
）
が
、
明
治
期
の
地
図

は
例
外
の
一
図（
東
が
上
）を
除
い
て
、

残
る
九
図
は
北
を
上
に
描
か
れ
て
お

り
、
大
阪
の
ま
ち
は
古
代
か
ら
東
西

の
軸
を
基
に
し
て
設
計
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
分
か
る
。 

 
 

と
こ
ろ
で
、
大
阪
の
街
路
は
、
東
西 

に
走
る
道
路
が
「
通
り
」
と
呼
ば
れ
、 

南
北
に
走
る
道
路
が
「
筋
」
と
呼
ば
れ 

る
。
現
在
で
は
、
谷
町
筋
、
松
屋
町
筋
、 	   
	 堺

筋
、
御
堂
筋
、
四
つ
橋
筋
、
な
に
わ

筋
、
あ
み
だ
池
筋
、
新
な
に
わ
筋
な
ど

南
北
を
貫
く
街
路
が
メ
イ
ン
で
あ
る

が
、
豊
臣
・
徳
川
時
代
は
東
西
の
街
路

が
主
要
道
路
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
出
入
り
口
は
東
西
の 

通
り
に
面
し
、
堺
筋
側
は
格
子
の
入
っ 

た
窓
が
あ
る
だ
け
の
「
小
西
家
住
宅
」 

の
例
を
み
る
と
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、 

船
場
地
区
に
は
「
船
場
建
築
線
」（
大 

正
九
年
大
阪
府
告
示
）
と
い
う
道
路
境 

界
線
の
指
定
が
未
だ
残
っ
て
お
り
、
こ 

の
指
定
か
ら
も
江
戸
期
の
街
路
は
東
西 

の
方
が
南
北
よ
り
道
路
幅
が
広
い
こ
と 

が
分
か
る
。 

	   
	

    
 
 
 
 
 

  

町
割
り
は
数
個
の
街
区
で
構
成
し
、

町
界
は
東
西
南
北
と
も
街
区
で
区
切
る

の
が
一
般
で
あ
る
（
片
側
町
）。
と
こ
ろ

が
、
船
場
地
区
は
町
割
り
に
も
特
徴
が

あ
り
、
東
西
は
数
個
の
街
区
で
構
成
す

る
が
、
南
北
の
町
界
は
か
つ
て
の
背
割

下
水
（
太
閤
下
水
）
で
あ
る
（
両
側
町
）。 

 

小
西
家
住
宅
の
例
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
豊
臣
・
徳
川
時
代
の
船
場
は
、
東

西
の
街
路
に
面
し
て
町
家
が
並
び
、
町

家
と
町
家
の
背
に
下
水
（
太
閤
下
水
）

が
通
り
、 

生
活
排
水
は
東
西
横
堀
川
に
落
と
し
込

ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

東
西
と
い
え
ば
、
文
楽
の
幕
上
げ
口

上
が
「
と
う
ざ
い
」
で
あ
る
。
黒
子
姿

の
い
わ
ゆ
る
『
東
西
声
』
が
客
席
を
東

か
ら
西
に
視
線
を
す
べ
ら
せ
「
東
西
」

と
述
べ
、
演
目
と
演
者
を
告
げ
る
。  

 

（
槇 

野 

勝 

・ 

記
） 

 

 
＊
こ
の
コ
ラ
ム
欄
へ
の
投
稿
を
募
り
ま
す
。 

テ
ー
マ
は
「
お
お
さ
か
」
で
す
。
一
五
〇
〇
字

程
度
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 




